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歯髄は最良の根管充填材であるといわれる。とくに歯根未完
成歯に歯髄の問題が生じた場合，歯根完成における抜髄処置
や感染根管処置などの通常の治療概念を当てはめることは、
歯の延命に有利には働かない．理由は，広く開いた根尖孔を
もった根管を物理的に緊密に閉鎖することが困難なことや、仮
にできたとしても薄い根管壁を残すような治療のゴールは予後
に不安を残すからである。そこで、可及的に生体(歯髄)の治癒

力を引き出すような治療方針を選択することが要求される。具
体的には、歯髄が生きている場合はapexogenesis が期待でき、
歯根未完成歯が感染を伴わない歯髄壊死に陥った場合、pulp 
revascularization という歯髄の自然治癒が期待できる。また、
脱臼性の外傷で歯髄壊死に陥った歯根完成歯に、transient 
apical breakdown という現象を介して歯髄の自然治癒が期待
できる。講演では、vital pulp therapy の有用性と歯髄の治癒に
ついて考察したい。


